
科学研究費助成事業　　研究成果報告書

様　式　Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９ （共通）

機関番号：

研究種目：

課題番号：

研究課題名（和文）

研究代表者

研究課題名（英文）

交付決定額（研究期間全体）：（直接経費）

１２６０１

基盤研究(A)（一般）

2015～2013

リスク認知とソーシャルメディア情報拡散過程の進化論的解明：基礎研究から社会実装へ

Evolutionary approach to the coginition and information diffusion of radiation 
risk: from basic research to social implication

００２５１７５２研究者番号：

佐倉　統（Sakura, Osamu）

東京大学・大学院情報学環・教授

研究期間：

２５２４５０６４

平成 年 月 日現在２９   ６   ６

円    32,300,000

研究成果の概要（和文）：放射線リスクの認知特性と社会内拡散動態を明らかにし、風評被害や差別の抑制に貢
献することが目的である。個人の認知的特性を対象とする行動免疫班の実験は、放射線リスクに対する忌避感情
が当初の予想より強固で制御困難であることを明らかにした。放射線リスク関連情報のツイッターでの動態を解
明するソーシャルメディア班は、放射線についての否定的感情が強力であり、他の災害リスクと異なる拡散パタ
ーンを確認した。抑圧的でないリスク管理の方途を考察する社会実装班は、感染症などの過去の風評被害や差別
の事例との比較分析やメディア論的考察をおこなった。研究遂行および成果発表は福島の研究者や生活者と共有
することを心がけた。

研究成果の概要（英文）：The aims of this project are followings: 1) to reveal human cognitive 
properties to radiation risk; 2) to analyze social dynamics of SNS information of radiation risk; 3)
 to propose the way to moderate discrimination which is caused by misconception of the risk.  
Experimental analysis which were carried by the research group of behavioral immunology made it 
clear that disgust against radiation risk was much more stronger than we had expected.  Another 
research group on social media (Twitter) found that tweeted antipathy was robust and showed 
different dynamics than other risk related information.  Third research group focused how to open 
the way to unsuppressive modulation of negative rumor and discrimination which are caused by 
radiation risk, and carried out comparative study to infectious diseases with mediological 
discussion.  The research were carefully designed to share the process and results with local 
academia and people in Fukushima.

研究分野： 科学技術社会論
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９－１、Ｚ－１９、ＣＫ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
 2011年3月の福島第一原子力発電所の事故
以降、放射線の健康リスクに関してさまざま
な言説が、さまざまな形で社会に流通した。
その内容は、健康リスクを大きく見積もるも
のから小さく判断するものまで多様であり、
人びとの反応もまた、過大なものからそうで
ないものまでさまざまであった。 
 なぜリスクへの対応が、人によりかくも異
なるのだろうか。リスクに過敏すぎれば風評
被害を惹起しかねないし、鈍感すぎれば当然
健康被害が起こりうる。 
 個人のリスク認知に関しては、さまざまな
研究蓄積がある。また、社会における風評被
害についても、多くの研究がなされている。
しかし、それらをひとつの枠組みで統一的に
扱い、風評被害を生じさせる根本にある、個
人の認知バイアスの基盤から、それが集合状
況での情報伝播にどのように影響している
かを明らかにし、それらの知見をもとに風評
被害への対策を考察する試みは類例がない。 
 福島の原発事故後の放射線リスクへの社
会の対応は、「基礎から社会実装まで」を総
合的に考察する必要性を示すものであった。
それがこの研究の目指すところである。 
 
２．研究の目的 
 福島第一原発事故後に顕著になった、放射
能忌避言説の実態を調査し、風評被害や過剰
反応にどのように対応すべきかを検討する
のが目的である。過剰な忌避反応は時にかえ
って個人の健康を損ない、社会的なコストを
増大させる。生得的な心理特性が根底にある
ためにリスク回避傾向が根強いという仮定
のもと、この仮定を実証的に検証しつつ、同
様の生物学的基盤をもつとされる人種差別
や疾病差別などの言説と比較し、放射能忌避
言説に対する有効な対応を検討する。対象と
する言説情報は、ツイッターなど SNS 上の情
報と、放射線汚染低減活動を実践している人
たちへのインタビューである。日本における
実態解明と国際比較により、文化特異的な特
性と通文化普遍的な特性を明らかにし、個人
的・社会的コストを低減する具体的な対応法
を検討する。 
 
３．研究の方法 
 
 研究は 3つの研究班に分かれて進めた。 
 
(1) 進化心理学研究班 
 まず、リスク認知のバックグラウンドを見
るために、放射能関連リスクならびに、それ
以外のリスク要因に対する認知、感情、なら
びに情報源への信頼について、1600 名を対対
象に Web 調査を実施した。 
 次に、福島県産とそれ以外の地域を産地と
する市販の野菜や果物を用意し、それを実際
に食べることへのリスク認知ならびに感情
反応を実験により測定した。その際、福島県

産農産物を食する際に感情制御をしたり、ガ
イガーカウンターで線量を測定することで
リスク認知が変化するか検討する実験を行
った（きゅうり実験、りんご実験、さくらん
ぼ実験）。 
 
(2) ソーシャルメディア研究班 
  情報伝播過程モデルに基づき、過去の大
規模ソーシャルデータ（東日本大震災発生直
後から 1年間にわたって収集した約 3万名の
利用者によるツイート）を対象として、放射
能災害に関するデマツイートの伝播過程を
分析した。まず、デマツイートのもつ情報価
（新規性と覚醒度）を推定し、デマツイート
をリツイートした利用者のフォロワーのパ
ーソナルネットワーク構造（誰にフォローさ
れているか）を抽出した。次に、デマツイー
トのもつ情報価と利用者のパーソナルネッ
トワーク構造の関連性から、共通する特徴を
抽出した。 
 
(3) 社会実装班 
 過去の類似事例との異同を比較すること
で放射線リスクへの対応策を考察すること
と、マスメディアとミニメディアの中間の情
報コミュニケーション媒体を使ってリスク
についてのコミュニケーションを重ねてい
く作業の模索をおこなった。歴史的比較考察
では、ハンセン病についての社会的反応を対
象とした。データは新聞記事と関連諸文献で
ある。 
 
４．研究成果 
 
(1) 進化心理学研究班 
 
a. Web 調査 
 「福島原発事故が原因となる被曝による健
康被害で死亡した人は、日本全国で何人いる
と思いますか」という問についての回答は、
中央値が 30 人であった。死亡に至らない健
康被害を受けている人数の推定値は中央値
1000 人であった。どちらも実数（前者は 0）
よりはるかに多い。また、放射性物質の危険
性に関して、政府からの情報がほとんど信用
されていない状況が明らかになった（図 1）。 
 Web 調査の結果をまとめると、日本社会一
般の認識は、原発事故を原因とした被曝によ
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図 1 放射線リスクの公的情報の信頼性は低い 



る健康被害推定については、公的機関
（UNSCEAR, WHO）とはかなりの乖離がある。
また、「福島」というエリアならびに生産物
についてネガティブな反応が見られる。放射
能関連リスクについては、反応が感情と関連
している。これは放射能関連リスクに特有の
現象である。情報源については、放射能に関
連して特異的に、あらゆる情報源が信頼され
ておらず、政府、関連企業、国内外メディア、
国内外専門家とも、おしなべて情報源として
の信頼性が低い。 
 
b. 実験室実験 
 実験室での実験結果は以下のとおりであ
る。 
・きゅうり実験：福島県産のきゅうりほどネ
ガティブな反応が見られた。 
・りんご実験：食前の評定平均はきゅうり実
験の結果と有意な差がなく、実験参加者に依
頼した感情抑制がそもそも成功していなか
ったことが明らかになった。 
・さくらんぼ実験：ガイガーカウンター条件
で、特に福島産に対して、ネガティブな反応
が強化される傾向が見られた。 
 以上の結果をまとめると、食品の放射能汚
染についての否定的な感情は他のリスク源
と比べても特異的に強く、感情抑制もガイガ
ーカウンター測定も効果が見られなかった。 
 このような心理的傾向は、「未知のリスク
を避ける」という目的に照らせば「合理的」
であるとも解釈できる。とくに放射能につい
ては情報源の信頼性が極端に低いことが、こ
のような心理的傾向（タイプ 1エラー［偽陰
性］を避ける傾向）に拍車をかけている可能
性がある。 
 
(2) ソーシャルメディア研究班 
 様々なリスクを取り上げツイートを選定
し、各ツイートをリツイートしたアカウント
(N=1670）、ツイートを見たのにリツイートし
なかったアカウント（N=1496）を探しだし、
フォロー、フォロワー、相互フォローの数
（「つながりの多さ」）を調べた。また、リス
ク認知の 2次元（「恐ろしさ」vs「未知性」）
で評価してもらった。 
 その結果、「孤立アカウント」がリスク情
報全般を多くリツイートする傾向があり、
「ハブアカウント」はリスク情報だけではあ
まりリツイートせず、「恐ろしい」ツイート
ならばリツイートする傾向が見られた。何で
も拡散してしまうのは「つながり」の少ない
人で、感情に訴えるものを拡散させやすいの
は「つながり」が多い人という結果である。 
 これは、今まで SNS などの情報拡散のモデ
ルとされてきた「噂の公式」や「感染モデル」
では説明できない現象である。つながりの多
さが異なると拡散されるリスク情報の質も
異なることから、リスクの種類により情報拡
散経路・過程が異なる可能性が示唆される。
また、津波や地震などの災害に関するツイー

トに比べると放射線関連のツイート数と RT
数の減衰が遅いことも明らかになった。 
 
(3) 社会実装班 
 新聞記事分析の結果をまとめると、新聞ジ
ャーナリズムは主体的にハンセン病の恐怖
に主体的に言及していたわけではないが、患
者数の多さや感染の恐ろしさを伝える専門
家の声を伝えたり、療養所内や収容の様子を
伝える文学作品などを紹介し、恐怖を掻き立
てることが見られた。伝播メディア、紹介メ
ディアだったとして免罪されるわけではな
く、3.11 後のジャーナリズムにも共通する点
であるが、可能な限りの科学的・実証的チェ
ックをしつつ紹介していく作業を怠ってい
ることがあり、専門家たちの極端な主張を批
評的に検証せずに紹介し、国策としての隔離
政策に追従することに繋がったといえよう。 
 新聞広告の分析などもあわせると、ノエレ
＝ノイマンの言う「沈黙の螺旋理論」が適用
される典型的な事例であったことがわかる。
すなわち、ハンセン病を恐れる多数派意見が
マスメディアなどで持続的に提示されるこ
とでその声が大きくなり、ハンセン病を恐れ
ない言説を支持する人は少数派として沈黙
を強いられるようになっていったのである。
感染を恐れる意見が多数派になったのは、ハ
ンセン病の特徴（原因が見えない、晩発性、
など）が影響していると思われる。これらの
特徴は放射線とも共通である。 
 近代以前の日本においてハンセン病忌避
感情は、宗教、外来文化、タブー意識、差別
感情、家族観など、複雑な要素がからみ合う
中で大きくなり、中でも「遺伝病」、「天刑病」
といった考え方が近代以後も影響力をもっ
た。このような歴史的系譜の上に近代的な医
療知識・科学的思考法が中途半端に持ち込ま
れ、感染力を多く見積もる言説が多数派とな
り、恐怖感情・忌避感情を肥大させ、隔離政
策が支持され、患者に対する人権侵害を許容
したと考えられる。 
 このようなパターンは、放射線被曝忌避感
情においても同様であると考えられる。福島
原発事故への反応も、3.11 以前の言説の蓄積
の上に存在しているのではないか。つまりヒ
ロシマ、ナガサキの被爆、第五福竜丸被曝事
故、核実験やチェルノブイリ事故等々が集合
無意識（あるいは意識の上に）蓄積し、そこ
に3.11後は被爆忌避を補強する他の言説（た
とえば、専門家不信、政治不信など）が重な
ったと考えられる。両者を腑分けした上で相
互の補完関係を分析する必要があると思わ
れる。 
 
(4) 研究成果の地域還元 
 以上の研究成果をできるだけ被災地域に
還元するべく、最終成果報告シンポジウムを
《「放射能」はなぜ嫌われるのか？──心理
学者と地域の対話》と題して、2015 年 12 月
19 日に福島市のコラッセふくしまで開催し



た。各研究班からの成果報告の後、「地域と
の対話」として、半杭真一（福島県立農業短
期大学）、佐々木光洋（ささき牛乳）、大森真
（テレビユー福島）の各氏と、当研究チーム
の研究者が意見交換をおこない、シンポジウ
ムの最後の総合討論では宮崎真医師（福島県
立医科大学）に指定討論をお願いした。参加
者は100人を越え、シンポジウムの状況は『朝
日新聞』『福島民友』『福島民報』に掲載され
た。 
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